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１、研究動機

私たちの地元である伊豆にゆかりのある川端康成の小説『伊豆の踊子』の英訳を通して、

小説における効果的な表現方法を探ろうと考えた。

２、仮説

小説を英訳する際は、分かりやすい単語を使用することで内容が伝わりやすくなるのでは

ないか。

３、研究背景

・英訳の題材として『伊豆の踊子』を選んだ理由

伊豆を舞台として描かれた作品であるから。

ノーベル文学賞を受賞した川端康成の作品であり、研究資料を集めやすいと考えたから。

特に冒頭部分は伊豆の自然が多く描かれており、物語の場面設定における重要な役割を

果たしていると考えたため、冒頭部分を英訳した。

４、 調査方法

1 『伊豆の踊子』の冒頭部分を班員４人それぞれが英訳する。

2 班員の英訳４つと、実際に出版されている外国人翻訳家の英訳２つ、合わせて６つの

英訳を英語科の先生方とクラスの生徒に読んでもらい、いくつかの項目についてブラ

インド評価してもらう。

3 アンケート結果を集計し、効果的な英語表現について考察する。

５、 調査

⑴班員の英訳

⑵翻訳家の英訳

⑶アンケート項目

1 内容 場面情景が浮かんでくるか

2 構成 英文の構成や流れが分かりやすく論理的か

3 語彙 ふさわしい語彙を正しく使えているか

4 文法 文構造のバリエーション・それらを正しく使えているか

（日本英語協会のライティングの採点基準を基にして作成）

↓

総合得点の高かった英訳が「効果的な英語表現が使われている英訳」であると

定義する



アンケート結果

⑴ クラスの生徒へのアンケート結果

⑵ 英語科の先生方へのアンケート結果

↓

翻訳家の英訳のほうが高い評価を受けている



５、考察

なぜ翻訳家の英訳のほうが高い評価を受けたのか？

→翻訳家の英訳は、

・伊豆の自然や登場人物の心情などの描写が読み手の想像力を掻き立てているため、結

果的に読者に伝わりやすい表現となっている。

・単純に原文を理解しやすい英語で表現することを目的にしているのではなく、作者の

心情や境遇、時代背景なども考慮して訳されている。

・伊豆の自然の美しさが伝わるような視覚的表現が使われている

６、川端康成について

・大正時代から昭和時代にかけて活躍した作家。

・新感覚派（近現代日本文学の一つの流派）に属す。

・１９６８年、ノーベル文学賞を受賞した際の講演で日本人の死生観や美意識を世界

に紹介。

７、『伊豆の踊子』について

川端康成が１９１８年の秋に、約８日間伊豆を旅した際の実体験に基づいて描かれ

ている。

一人伊豆の旅に出た主人公が、伊豆の自然や踊子との出会いにより「孤児根性」か

ら解放されていく、川端康成の初期の代表作。

１９２６年、雑誌『文芸時代』に掲載された。



８、英訳分析





９、班員の英訳の考察

評価が低かった理由

1 適切な接続詞が使えておらず、文章中の時間の経過が読者に伝わりづらくな

っている。

2 ただの簡潔な表現に努めただけの英訳になっているため、川端康成が伝えた

かった伊豆の自然の様子や主人公の気持ちが伝わりづらくなっている。

3 「袴」や「高下駄」などの日本特有の語句を、”which”などの関係詞を使い細

かく説明しすぎていたため、読者の集中力を切らしてしまっていた。

１０、翻訳家の英訳の考察

①現在形、現在完了形などの適切な時制や、場面に適した語句が使われており、

時間の経過や情景が読者に伝わりやすい。

②日本特有の語句を外国人に伝わりやすい語句に置き換えている。

例 「袴」や「高下駄」を“kimono”や“high wooden sandals”と訳す

③原文を直訳するのではなく、作品背景（作品が書かれた当時の時代背景、作者

の心情、作者の境遇など）も考慮して訳されている。

④作者が見た伊豆の自然の美しさが伝わってくるような表現が使われている。

１１、まとめ

小説における「効果的な表現方法」とは

作者の意図や時代背景も含めて理解したうえで、易しい表現を用いるだけでな

く読者が情景を思い浮かべることのできるような表現が小説における「効果的

な英語表現」なのではないか。


